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安全憲章

私たちは、お客様のかけがえのない尊い命を
お預かりしている責任を自覚し、安全第一を
積み重ね、お客様から安心、信頼していただける
鉄道を築き上げます。

私たちは、鉄道事業を核に、お客様の暮らしを
サポートし、将来にわたり持続的な発展を図る
ことにより、お客様、株主、社員とその家族の
期待に応えます。

私たちは、お客様との出会いを大切にし、お客様の
視点で考え、お客様に満足いただける快適な
サービスを提供します。

私たちは、グループ会社とともに、日々の研鑽
により技術・技能を高め、常に品質の向上を
図ります。

私たちは、相互に理解を深めるとともに、
一人ひとりを尊重し、働きがいと誇りの持てる
企業づくりを進めます。

私たちは、法令の精神に則り、誠実かつ公正に
行動するとともに、企業倫理の向上に努める
ことにより、地域、社会から信頼される企業と
なることを目指します。
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JR西日本  企業理念 安全憲章

　私たちは、2005年4月25日に発生させた列車事故を
決して忘れず、お客様のかけがえのない尊い命をお預かり
している責任を自覚し、安全の確保こそ最大の使命である
との決意のもと、安全憲章を定めます。

安全の確保は、規程の理解と遵守、執務の厳正および
技術・技能の向上にはじまり、不断の努力によって
築きあげられる。

安全の確保に最も大切な行動は、基本動作の実行、
確認の励行および連絡の徹底である。

安全の確保のためには、組織や職責をこえて一致協力
しなければならない。

判断に迷ったときは、最も安全と認められる行動を
とらなければならない。

事故が発生した場合には、併発事故の阻止とお客様の
救護がすべてに優先する。

1.

2.

3.

4.

5.



データで見るJR西日本2018 98

会
社
の
あ
ら
ま
し

社　　　　　名　西日本旅客鉄道株式会社
	 WEST JAPAN RAILWAY COMPANY

所　　在　　地	 〒530-8341　大阪市北区芝田二丁目4番24号

設　　　　　立	 1987年4月1日

資　　本　　金	 1,000億円

発 行 済 株 式 数	 193,735,000株

主 な 事 業 内 容	（1） 運輸業
	 （2） 流通業
	 （3） 不動産業
	 （4） その他

社　　員　　数	 28,383人

鉄　　　　　道

　　　キ ロ 数	 4,900.6km
	 　新幹線　 812.6km（02線区）
	 　在来線 4,088.0km（49線区）　
	 　※キロ数は第一種鉄道事業および第二種鉄道事業のキロとしています。

　　　駅　　数	 1,169駅

　　　車 両 数	 6,498両

　　　輸送人員	 1,913百万人（1日平均524万人）
	 　新幹線　　　85百万人
	 　在来線　1,847百万人
	 　※合計は、新幹線と在来線を乗り継いだ人の重複分を差し引いています。
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組織（2018年6月1日現在）
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取
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役
会

社

　長

福知山線列車事故ご被害者対応本部

福知山線列車事故対策審議室

監査部

企業倫理・リスク統括部
倫理相談室

総合企画本部
CSR考動推進室
グループ経営推進室
資本戦略室
グループインバウンド推進室

I T 本 部

秘 書 室

総 務 部
人権啓発室
法務室

広 報 部
鉄道文化推進室

人 事 部
社員研修センター
大阪鉄道病院　総務課

企画課
健康増進センター

財 務 部

東 京 本 部

鉄 道 本 部

安全研究所

構造技術室

建設工事部

創 造 本 部

支 社 など

安全推進部

営 業 本 部

技術企画部

技術開発部

駅 業 務 部

運 輸 部

車 両 部

施 設 部

電 気 部

新幹線安全推進部

新幹線企画部

新幹線駅業務部

新幹線運輸部

新幹線車両部

新幹線施設部

新幹線電気部

福 岡 支 社

安 全 基 準 課
安 全 指 導 課

東 京 営 業 部
九 州 営 業 部
瑞 風 推 進 事 業 部
誘 客 促 進 部

保 安 シス テ ム 室
鉄道運行システム室
オープンイノベーション室
海外鉄道事業推進室

企 画 課
駅 C S 考 動 課
駅 運 転 課

企 画 課
運 転 士 課
車 掌 課
設 備 課
輸 送 計 画 課
指 令 業 務 課

動 力 車 操 縦 者 養 成 所
列 車 乗 務 員 養 成 所

企 画 課
検 修 課
車 両 課
車 両 設 計 室

企 画 課
保 線 課
土 木 課
建 築 課
機 械 課
施 設 技 術 室

企 画 課
電 力 課
信 号 課
通 信 課
シ ス テ ム 課
電 気 技 術 室

安全マネジメント推進課
安全指導・基準課

計 画 課
シス テ ム 技 術 課
総 務 課
人 事 課
経 理 課
サ ービス 品 質 課

駅 運 転 課
駅 支 援 課

育 成 戦 略 課
乗 務 員 課
設 備 課
輸 送 計 画 課
指 令 業 務 課

育 成 戦 略 課
車 両 課
検 修 課

育 成 戦 略 課
保 線 課
土 木 課
環 境 対 策 室

育 成 戦 略 課
計 画 基 準 課
電 力 課
信 号 通 信 課

総 務 企 画 課

CS推進部
　　JR西日本お客様センター

安全マネジメント戦略室
企画室

上海代表処
シンガポール支店

東
京
新
幹
線
総
合
指
令
所

新
幹
線
鉄
道
事
業
本
部
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金 沢 支 社

大阪工事事務所

福知山支社

和歌山支社

岡 山 支 社

米 子 支 社

広 島 支 社

近畿統括本部

京 都 支 社

福 井 地 域 鉄 道 部
敦 賀 地 域 鉄 道 部
北 陸 広 域 鉄 道 部
七 尾 鉄 道 部

大阪総合指令所

金沢新幹線
総合指令所

山陰地域振興本部

鳥 取 鉄 道 部
浜 田 鉄 道 部
木 次 鉄 道 部

徳 山 地 域 鉄 道 部
山 口 地 域 鉄 道 部
下 関 地 域 鉄 道 部
三 次 鉄 道 部
長 門 鉄 道 部

現業機関

現業機関

現業機関

現業機関

現業機関

現業機関

現業機関

現業機関

大 阪 支 社 現業機関

神 戸 支 社 現業機関

現業機関

安 全 推 進 室
総 務 企 画 課
建設用地協議課
経 理 契 約 課
施 設 技 術 課
建 築 技 術 課

安 全 推 進 室
総 務 企 画 課
技 術 基 準 課
工 事 計 画 課
工 事 課
運行管理システム開発室

安 全 推 進 室
企 画 課
総 務 課
人 事 課
経 理 課
営 業 課
運 輸 課
車 両 課
施 設 課
電 気 課
新幹線運輸課
新幹線車両課
新幹線施設課
新幹線電気課

安 全 推 進 室
企 画 課
総 務 課
人 事 課
経 理 課
営 業 課
駅 業 務 課
輸 送 課
車 両 課
施 設 課
電 気 課

安 全 推 進 室
総 務 企 画 課
人 事 育 成 課
駅 支 援 課
乗 務 員 課

安 全 推 進 室
総 務 企 画 課
人 事 育 成 課
駅 支 援 課
乗 務 員 課

亀 山 鉄 道 部
王 寺 鉄 道 部

安 全 推 進 室
総 務 企 画 課
人 事 育 成 課
駅 支 援 課
乗 務 員 課

姫 路 鉄 道 部

安 全 推 進 室
総 務 企 画 課
人 事 課
経 理 課
営 業 課
輸 送 課
施 設 課
電 気 課

安 全 推 進 室
総 務 企 画 課
人 事 課
経 理 課
営 業 課
輸 送 課
施 設 課
電 気 課

安 全 推 進 室
企 画 課
総 務 課
人 事 課
経 理 課
営 業 課
輸 送 課
施 設 課
電 気 課

安 全 推 進 室
総 務 企 画 課
人 事 課
経 理 課
営 業 課
輸 送 課
車 両 課
施 設 課
電 気 課

安 全 推 進 室
地 域 共 生 室
企 画 課
総 務 課
人 事 課
経 理 課
営 業 課
運 輸 課
車 両 課
施 設 課
電 気 課

現業機関大阪電気工事事務所

岡山総合指令所

広島総合指令所

金 沢 支 社

大阪工事事務所

福知山支社

和歌山支社

岡 山 支 社

米 子 支 社

広 島 支 社

近畿統括本部

京 都 支 社

福 井 地 域 鉄 道 部
敦 賀 地 域 鉄 道 部
北 陸 広 域 鉄 道 部
七 尾 鉄 道 部

大阪総合指令所

金沢新幹線
総合指令所

山陰地域振興本部

鳥 取 鉄 道 部
浜 田 鉄 道 部
木 次 鉄 道 部

徳 山 地 域 鉄 道 部
山 口 地 域 鉄 道 部
下 関 地 域 鉄 道 部
三 次 鉄 道 部
長 門 鉄 道 部

現業機関

現業機関

現業機関

現業機関

現業機関

現業機関

現業機関

現業機関

大 阪 支 社 現業機関

神 戸 支 社 現業機関

現業機関

安 全 推 進 室
総 務 企 画 課
建設用地協議課
経 理 契 約 課
施 設 技 術 課
建 築 技 術 課

安 全 推 進 室
総 務 企 画 課
技 術 基 準 課
工 事 計 画 課
工 事 課
運行管理システム開発室

安 全 推 進 室
企 画 課
総 務 課
人 事 課
経 理 課
営 業 課
運 輸 課
車 両 課
施 設 課
電 気 課
新幹線運輸課
新幹線車両課
新幹線施設課
新幹線電気課

安 全 推 進 室
企 画 課
総 務 課
人 事 課
経 理 課
営 業 課
駅 業 務 課
輸 送 課
車 両 課
施 設 課
電 気 課

安 全 推 進 室
総 務 企 画 課
人 事 育 成 課
駅 支 援 課
乗 務 員 課

安 全 推 進 室
総 務 企 画 課
人 事 育 成 課
駅 支 援 課
乗 務 員 課

亀 山 鉄 道 部
王 寺 鉄 道 部

安 全 推 進 室
総 務 企 画 課
人 事 育 成 課
駅 支 援 課
乗 務 員 課

姫 路 鉄 道 部

安 全 推 進 室
総 務 企 画 課
人 事 課
経 理 課
営 業 課
輸 送 課
施 設 課
電 気 課

安 全 推 進 室
総 務 企 画 課
人 事 課
経 理 課
営 業 課
輸 送 課
施 設 課
電 気 課

安 全 推 進 室
企 画 課
総 務 課
人 事 課
経 理 課
営 業 課
輸 送 課
施 設 課
電 気 課

安 全 推 進 室
総 務 企 画 課
人 事 課
経 理 課
営 業 課
輸 送 課
車 両 課
施 設 課
電 気 課

安 全 推 進 室
地 域 共 生 室
企 画 課
総 務 課
人 事 課
経 理 課
営 業 課
運 輸 課
車 両 課
施 設 課
電 気 課

現業機関大阪電気工事事務所

岡山総合指令所

広島総合指令所
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会
社
の
あ
ら
ま
し役員（2018年6月21日現在）
役
　
員

真 鍋 精 志

佐　藤　友美子

村 山 裕 三

齊　藤　紀　彦

宮 原 秀 夫

髙 木 　 光

来 島 達 夫

緒 方 文 人

長谷川　一　明

二階堂　暢　俊

平 野 賀 久

半 田 真 一

倉 坂 昇 治

中　村　圭二郎

松 岡 俊 宏

取 締 役 会 長
（ 取 締 役 会 議 長 ）

代 表 取 締 役 副 社 長
兼 執 行 役 員
鉄 道 本 部 長

代 表 取 締 役 副 社 長
兼 執 行 役 員
創 造 本 部 長

代 表 取 締 役 副 社 長
兼 執 行 役 員
東 京 本 部 長

代 表 取 締 役 副 社 長
兼 執 行 役 員
鉄道本部新幹線鉄道事業本部長

代 表 取 締 役 社 長
兼 執 行 役 員

取締役兼常務執行役員
近 畿 統 括 本 部 長

取締役兼常務執行役員
鉄 道 本 部 副 本 部 長
鉄道本部安全推進部長

取締役兼常務執行役員
鉄 道 本 部 副 本 部 長
鉄道本部新幹線鉄道事業本部副本部長

取締役兼常務執行役員
福知山線列車事故ご被害者対応本部長
福知山線列車事故対策審議室長
総 務 部 長

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

さ とう ゆ み こ

むら やま ゆう ぞう

※1

※1

※1

※1

※1

ま なべ せい じ

まつ おか とし ひろ

なか むら けい ろうじ

くら さか しょう じ

たか ぎ ひかる

さい とう のり ひこ

みや はら ひで お

ふみお がた と

よしひら の ひさ

しんはん だ いち

たつき じま お

は がわせ あきかず

に どうかい としのぶ

森 川 国 昭

川 井 　 正

中 西 　 豊

多 田 真 規 子

水 口 英 樹

三 戸 尉 行

北 野 　 眞

坪 根 英 慈

日 名 田 高 志

武 市 信 彦

田 中 達 也

有 田 泰 弘

三 津 野 隆 宏

杉 岡 　 篤

伊 勢 正 文

前 田 洋 明

春 名 幸 一

橋 本 修 男

室 博

伊 藤 義 彦

田 路 耕 一

三 輪 正 稔

平 野 雅 靖

梅 谷 泰 郎

藤 原 嘉 人

福 島 　 純

執 行 役 員
人 事 部 長

執 行 役 員
金 沢 支 社 長

執 行 役 員
総合企画本部副本部長

執 行 役 員
鉄道本部営業本部長

執 行 役 員
創 造 本 部 副 本 部 長

執 行 役 員
岡 山 支 社 長

執 行 役 員
建 設 工 事 部 長

執 行 役 員
鉄 道 本 部 電 気 部 長

執 行 役 員
東 京 本 部 副 本 部 長

執 行 役 員
福 知 山 支 社 長

すぎ おか あつし

ゆたかにしなか

くにもり あきかわ

かわ ただしい

まえ あきひろだ

常 務 執 行 役 員
総 合 企 画 本 部 長
Ｉ Ｔ 本 部 長

執 行 役 員
鉄道本部新幹線鉄道事業本部
　　　　　　　　　副本部長

執 行 役 員
創 造 本 部 副 本 部 長

執 行 役 員
鉄道本部技術企画部長

執 行 役 員
広 島 支 社 長

執 行 役 員
鉄 道 本 部 運 輸 部 長

執 行 役 員
和 歌 山 支 社 長

執 行 役 員
ＩＴ 本 部 副 本 部 長

執 行 役 員
財 務 部 長

執 行 役 員
広 報 部 長

執 行 役 員
福知山線列車事故ご被害者
　　　対応本部副本部長

執 行 役 員
近畿統括本部副本部長
近畿統括本部神戸支社長

執 行 役 員
近畿統括本部副本部長
近畿統括本部大阪支社長
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あしたへ向って　駆けぬけろ
羽ばたけ未来へJR
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社章（シンボルマーク）

呼称ロゴタイプ

シグネチャー

　JR西日本のシグネチャーは、｢Japan」と「Railway」の頭文字
JとRをデザイン化した社章（シンボルマーク）と、呼称ロゴタイプ
を組み合わせたものです。
　使用している「ブルー」は、歴史と風土に彩られた地域に根ざした
会社であることを表しているとともに、西日本の豊かな海と湖を象
徴する色です。

　JRグル−プ共通のシンボル
マ−クをもとにしたJR西日本
旗に加えて、当社のシンボル
となる新たな社旗を1988年
10月4日に制定しました。
　デザインは、社員の団結と
会社の発展をモチーフとした
「動輪」と「羽根」を、エンジの
素地に金糸、銀糸で刺繍した
ものです。

社旗

CI（Corporate Identity）




